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門
特
集
〕

つ
な
が
る
力
を
広
げ
る
学
び

40 月刊社会教育 2008.7 

北
海
道
の
社
会
教
育
の
現
段
階
と
展
望

は
じ
め
に

i
l北
海
道
の
社
会
教
育
の
現
況
か
ら

北
海
道
の
社
会
教
育
は
、
農
村
社
会
教
育
、
住
民
の
主
体
形
成

と
地
域
関
連
労
働
(
社
会
教
育
と
他
の
諸
分
野
と
の
連
携
)
な
ど
、

地
域
づ
く
り
活
動
と
自
己
形
成
の
学
び
に
特
鍛
づ
け
ら
れ
る
骨
太

の
、
大
地
に
根
ざ
す
社
会
教
育
を
自
他
共
に
任
じ
て
き
た
。
そ
の

プ
ラ
ス
面
は
、
暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ラ
や
文
化
の
基
盤
が
未
整
備
な

時
代
に
、
行
政
に
頼
ら
な
い
独
自
な
北
海
道
型
の
社
会
教
育
の
土

岩内姉

永田崎

雅和洋

浩仕口

壌
を
育
ん
で
き
た
。
自
主
自
立
、
独
立
独
歩
の
社
会
教
育
、
狭
い

専
門
性
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
横
断
型
の
職
種
連
携
の
総
合
行
政
の
担

い
手
を
養
成
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
点
で
の
、
開
拓
的
で
規
範
に
と
ら
わ
れ
な
い
行
動
力

と
活
動
は
魅
力
的
で
あ
る
し
、
大
い
に
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
た
だ

し
、
過
去
四
半
世
紀
に
も
お
よ
ぼ
う
と
す
る
国
と
地
方
公
共
団
体

の
行
財
政
改
革
と
グ
ロ

l
パ
リ
ズ
ム
を
基
調
と
し
た
新
自
由
主
義

的
な
経
済
原
理
は
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
北
海
道
を
中
心
|

周
縁
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
経
済
的
・
文
化
的
周
縁
の
位
置
に



い
っ
そ
う
追
い
込
ん
で
き
た
。

い
い
換
え
れ
ば
、
財
政
の
選
択
と
集
中
原
理
に
よ
っ
て
、
北
海

道
は
、
地
理
的
、
文
化
的
、
経
済
的
な
排
除
を
集
中
的
に
受
け
る

地
域
に
囲
定
化
さ
れ
て
き
た
。
北
海
道
に
生
き
る
人
々
の
生
き
づ

ら
さ
や
、
未
来
に
展
望
を
な
か
な
か
持
て
な
い
状
況
の
暗
さ
は
、

単
に
寒
冷
地
で
あ
る
が
故
の
自
然
の
厳
し
さ
か
ら
来
る
の
で
は
な

く
i
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
は
自
然
の
恵
み
を
多
く
生
み
出
し
て
き

た
|
こ
う
し
た
経
済
政
治
文
化
的
な
剥
奪
と
排
除
に
根
、
ざ
す
も
の

で
あ
る
。
同
じ
貧
困
を
強
い
ら
れ
て
い
る
沖
縄
な
ど
と
比
較
す
る

と
、
民
衆
の
連
帯
性
、
文
化
的
な
明
る
さ
は
、
事
実
と
し
て
沖
縄

に
ま
だ
根
強
く
存
在
す
る
が
、
北
海
道
に
は
つ
な
が
り
を
断
ち
き

ら
れ
た
つ
ら
さ
を
背
負
う
人
々
の
比
率
が
高
い
。
こ
う
し
た
受
苦

を
背
負
う
人
々
と
と
も
に
、
社
会
教
育
は
何
が
で
き
る
の
か
。
そ

の

こ

と

を

考

え

た

い

。

(

姉

崎

洋

二

一
、
北
海
道
の
社
会
教
育
の
危
機
と
再
生
の
課
題

(
ご
公
的
社
会
教
育
の
危
機

か
つ
て
北
海
道
で
は
、
二
吉
海
里
問
題
に
よ
る
遠
洋
漁
業
の
減

船
、
農
産
物
の
生
産
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
近
年
で
は
経
済
規

制
の
緩
和
に
よ
る
外
材
輸
入
や
地
方
空
港
路
繰
問
題
等
の
影
響
が

直
撃
し
、
地
域
経
済
を
麗
支
え
す
る
た
め
の
事
業
展
開
が
公
債
費

(
借
金
)
を
増
加
さ
せ
て
き
た
。
さ
ら
に
一
九
九
七
年
の
新
・
新

行
革
指
針
以
降
、
地
方
交
付
税
が
大
幅
削
減
さ
れ
、
歳
入
環
境
悪

化
に
よ
る
空
前
絶
後
の
財
政
不
足
が
、
多
く
の
自
治
体
を
自
主

的
・
主
体
的
判
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
陥
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
夕
張
問
題
」
に
象
徴
さ
れ
る
良
治
体
の
財
政

破
綻
の
開
題
は
、
今
や
広
域
自
治
体
で
あ
る
北
海
道
を
含
む
す
べ

て
の
自
治
体
に
と
っ
て
深
刻
な
課
題
で
あ
り
、
公
的
な
社
会
教
育

現
場
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
、
「
引
き
上
げ
」
や
「
廃
止
」
を
含

む
危
機
的
な
状
況
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
広
が
り
で
あ
る
。
北
海
道

立
の
施
設
で
は
、
二

O
O
六
年
度
よ
り
美
術
館
・
博
物
館
へ
の
指

定
管
理
者
が
導
入
さ
れ
、
併
せ
て
砂
川
少
年
自
然
の
家
へ
の
導
入

が
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
学
芸
員
や
指
導
員
(
社
会
教
育
主

事
)
等
の
専
門
職
員
は
、
そ
れ
ま
で
ど
お
り
北
海
道
教
育
委
員
会

よ
り
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
二

O
O
七
年
度
か

ら
青
年
の
家
と
残
り
西
つ
の
少
年
自
然
の
家
へ
の
指
定
管
理
者
導

入
が
行
な
わ
れ
る
と
、
指
導
員
(
社
会
教
育
、
王
事
)
は
一
人
減
員

の
三
人
派
遣
と
な
り
、
指
定
管
理
者
が
、
教
育
指
導
系
の
業
務
を
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一
部
担
う
こ
と
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
将
来
的
に

は
す
べ
て
の
指
導
員
(
社
会
教
育
主
事
)
の
派
遣
廃
止
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
一
方
、
市
町
村
で
も
、
二

O
O
六
年
四
月
か
ら
赤
平

市
公
民
館
が

N
P
O
法
人
に
よ
る
指
定
管
理
者
を
導
入
す
る
(
二

O
O
七
年
三
月
に
は
公
民
館
自
体
が
「
休
止
」
)
等
、
公
民
館
・

類
似
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
導
入
が
増
加
し
て
い
る
。
北
海
道
公

民
館
協
会
が
二

O
O
七
年
度
に
加
盟
自
治
体
に
行
な
っ
た
調
査
で

は
、
四
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
が
す
で
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
お
り
、
約
一
ニ

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
な
ん
ら
か
の
形
で
制
度
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
北
海
道
の
社
会
教
育
活
動
推
進
の
中
核
を
担

っ
て
き
た
社
会
教
育
主
事
の
数
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
。
北
海
道

で
は
、
一
九
七
四
年
度
か
ら
の
派
遣
社
会
教
育
主
事
制
度
開
始
以

降
、
市
町
村
に
配
置
さ
れ
た
社
会
教
育
主
事
発
令
者
の
数
は
毎
年

度
四

O
O
人
を
超
え
、
最
高
期
(
一
九
九

0
年
度
、
一
九
九
二
年

度
)
に
は
、
四
七
一
人
を
数
え
て
い
た
。
し
か
し
、
ニ

O
O
五
年

度
で
は
二
九
六
人
と
、
近
年
で
は
三

O
O
人
を
切
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
は
、
「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
る
市
町
村
数
の
減
少
(
一
一
一

二
市
町
村
J
一
八

O
市
町
村
)
や
派
遣
社
会
教
育
主
事
の
半
減

(
最
高
期
八
三
人
↓
四

O
人
程
度
)
の
影
響
も
あ
る
が
、
指
定
管

理
者
制
度
導
入
や
社
会
教
育
行
政
部
門
自
体
の
職
員
縮
小
に
よ
る

影
響
も
大
き
い
。
ま
た
、
毎
年
北
海
道
教
育
大
学
で
実
施
し
て
い

る
社
会
教
育
、
王
事
講
習
受
講
者
の
激
減
が
み
ら
れ
る
。
二

0
0
0

年
度
ま
で
は
定
員
七

O
人
の
と
こ
ろ
、
毎
回
定
員
を
上
回
る
受
講

が
あ
っ
た
が
、
二

O
O
一
年
度
か
ら
減
少
し
、
二

O
O
七
年
度
に

は
つ
い
に
二
六
人
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
市

町
村
の
社
会
教
育
担
当
職
員
は
、
わ
ず
か
三
名
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
公
民
館
に
つ
い
て
、
北
海
道
で
は
北
海
道
公
民
館
協

会
が
存
続
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
。
北
海
道
は
、
も
と
も
と
条
例

上
の
公
民
舘
の
設
置
率
が
他
府
県
に
比
べ
低
く
(
一
九
九
九
年
度

で
約
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
北
海
道
公
民
館
協
会
へ
の
加
盟
は

「
類
似
施
設
」
を
含
ん
で
い
る
。
一
九
九
九
年
度
に
は
、
二
一
二

市
町
村
中
一
八
二
市
町
村
が
加
盟
し
て
お
り
、
組
織
率
は
八
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
協
会
か
ら
の
脱
退
が
相
次

ぎ
、
二

O
O
五
年
度
か
ら
は
二
二
市
町
村
↓
八
九
市
町
村
↓
七

一
市
町
村
、
そ
し
て
ニ

O
O
八
年
度
は
六
人
市
町
村
へ
と
激
減
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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(
一
一
)
危
機
克
服
へ
の
模
索

こ
の
よ
う
な
な
か
、
北
海
道
公
民
館
協
会
で
は
存
続
の
危
機
を



克
服
し
よ
う
と
、
「
役
に
立
つ
公
民
館
協
会
」
を
目
指
し
て
、
①

す
べ
て
の
加
盟
公
民
館
・
類
似
施
設
を
訪
問
し
、
そ
の
実
態
調
査

や
意
見
・
要
望
を
開
い
た
、
②
「
組
織
検
討
委
員
会
」
を
組
織
し
、

協
会
の
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
、
具
体
的
な
提
言
を
出
し
た
、

③
上
記
提
言
に
基
づ
き
、
「
講
師
名
簿
」
の
作
成
と
配
布
、
「
公
民

館
運
営
の
手
引
き
書
」
の
作
成
計
画
、
④
研
修
会
の
開
催
と
充
実

を
図
る
、
等
の
新
た
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
て
い
る
。

ま
た
、
会
員
が
減
少
し
た
北
海
道
社
会
教
育
主
事
会
協
議
会
傘

下
の
各
管
内
の
社
会
教
育
主
事
会
で
は
、
活
性
化
の
た
め
の
新
た

な
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
空
知
管
内
は
、

二
O
O
七
年
度
か
ら
、
社
会
教
育
担
当
職
員
や
司
書
・
学
芸
員
、

他
部
局
の
保
健
師
・
栄
養
士
な
ど
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
空
知
社

会
教
育
硫
究
協
議
会

(
S
S
K
K
)
を
組
織
し
、
ニ

O
O
八
年
度

か
ら
は
主
催
で
、
社
会
教
育
関
係
研
修
事
業
を
行
な
う
こ
と
に
し

た
と
い
う
。
ま
た
、
石
狩
管
内
社
会
教
育
主
事
会
は
、
ニ

O
O
五

年
度
よ
り
晴
報
交
換
と
情
報
発
信
の
た
め
の
ブ
ロ
グ
を
立
ち
上
げ

て
、
積
撞
的
な
事
業
展
開
と
活
発
な
交
流
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ

の
他
、
二

O
O
七
年
度
に
は
北
海
道
教
育
大
学
で
の
社
会
教
育
主

事
講
習
を
受
講
し
た
若
手
職
員
を
中
心
に
、
北
海
道
社
会
教
育
・

生
涯
学
習
研
究
会
(
「
北
の
な
ま
け
ん
会
」
)
が
結
成
さ
れ
、
実
践

の
研
究
交
流
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

(
一
ニ
)
今
後
の
課
題

か
つ
て
鈴
木
敏
正
氏
は
、
「
危
機
の
時
代
は
主
体
形
成
の
時
代

だ
!
」
と
言
わ
れ
た
。
「
試
さ
れ
る
大
地
」
の
北
海
道
に
は
、
い

つ
も
先
駆
け
て
危
機
が
や
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
大
地
で
地

域
に
根
ざ
し
て
暮
ら
し
続
け
よ
う
と
す
る
人
々
が
い
る
限
り
、
そ

こ
か
ら
主
体
形
成
へ
向
け
た
新
た
に
学
び
と
学
び
あ
い
が
生
ま
れ

て
い
く
。
そ
の
「
芽
ば
え
」
を
見
つ
け
だ
し
、
励
ま
す
こ
と
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
、
結
び
つ
け
、
大
き
な
流

れ
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
が
今
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た

課

題

な

の

で

あ

る

。

(

内

田

和

浩

)

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
社
会
教
育
の
現
状
と
課
題

月!日社会教育 2008.7 

(
ご
オ
ホ
ー
ツ
ク
ら
し
い
公
民
館
の
あ
り
方
を

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
こ
の
地
域
を
私
た
ち
は
愛
着
を
込
め

て
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
、
北
海
道

網
走
支
庁
管
内
(
北
海
道
は
一
四
支
庁
の
行
政
区
に
分
か
れ
て
い

る
)
の
こ
と
で
あ
り
、
北
海
道
の
っ
て
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
面
積
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を
占
め
る
。
新
潟
県
と
ほ
ほ
同
じ
広
さ
で
、
斜
里
町
l
西
興
部
村

間
の
車
で
の
縦
断
走
行
時
間
は
約
六
時
間
で
あ
る
。
こ
こ
三
市
一

五
町
一
村
に
、
約
三
二
万
人
の
人
々
が
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
る
。

基
幹
産
業
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
多
く
の
湖
沼
で
の
水
産
業
、
甜

菜
・
馬
鈴
薯
・
小
麦
・
玉
葱
な
ど
を
中
心
と
す
る
農
業
や
酪
農
業
、

そ
し
て
林
業
、
観
光
関
連
業
で
あ
る
。

公
的
な
社
会
教
育
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
指
定
管
理
者
制

度
を
象
徴
と
し
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
地
方
財
政
危

機
は
、
歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
っ
て
公
民
館
の
、
社
会
教
育
の

原
則
を
脅
か
し
て
い
る
。
網
走
管
内
は
、
か
つ
て
北
海
道
内
で
は

社
会
教
育
の
先
進
地
と
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
先
輩
職
員

の
先
進
的
努
力
と
、
自
治
体
理
事
者
の
深
い
理
解
に
よ
る
も
の
と

い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
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ニ
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し
か
し
:
:
:
。

そ
も
そ
も
、
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
は
、
ほ
ん
と
う
の
公
民
館
は
あ

る
の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、
網
走
管
内
社
会
教
育
主
事
会
は
、

関
係
職
員
の
実
態
調
査
を
経
て
、
一
九
九
二
年
に
資
料
集
「
生
涯

学
習
社
会
を
支
援
す
る
社
会
教
育
関
係
職
員
の
適
正
配
置
基
準
1

管
内
の
現
況
と
指
針
」
を
策
定
し
、
教
育
長
部
会
へ
提
言
を
行
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
公
民
館
が
教
育
機
関
と
し
て
そ
の
機

能
を
発
揮
し
得
る
条
件
は
、
専
門
職
と
し
て
の
公
民
館
主
事
な
り

専
任
の
公
民
館
職
員
(
た
と
え
ば
、
社
会
教
育
主
事
有
資
格
者
)

の
配
置
が
あ
る
こ
と
に
尽
き
る
」
と
し
て
い
る
。
今
、
網
走
管
内

の
実
態
は
ど
う
か
。
多
く
は
館
長
を
社
会
教
育
課
長
が
兼
務
し
、

社
会
教
育
課
職
員
が
公
民
館
業
務
を
担
っ
て
お
り
、
公
民
館
の
独

自
性
や
教
育
行
政
か
ら
の
独
立
の
保
障
は
担
保
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
見
え
る
。
名
称
は
公
民
館
で
あ
っ
て
も
実
態
は
「
公
の
施

設
」
と
し
て
の
貸
し
館
に
す
ぎ
な
い
の
か
。
そ
も
そ
も
最
近
で
は
、

公
民
館
条
例
を
も
た
な
い
類
似
施
設
も
増
え
、
使
用
料
有
料
は
当

た
り
前
だ
と
い
う
。
実
は
、
図
書
館
条
例
を
も
っ
図
書
館
十
公
民

館
的
機
能
と
ホ

i
ル
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
に
、
社
会
教
育
課

職
員
と
し
て
私
は
勤
務
し
て
い
る
。
や
は
り
、
網
走
市
に
は
、
本

物
の
公
民
館
は
な
い
の
か
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
文
化
交
流
、
セ
ン
タ
ー

と
は
何
な
の
か
、
私
は
誰
な
の
か
?

日平J1iトム掛古

( 
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厳
し
い
条
件
だ
か
ら
こ
そ
、

自
虐
的
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

か
つ
て
、
故
奥
田
泰
弘
先
生
か
ら
次
の
手
紙
を
頂
い
た
こ
と
を

記
憶
す
る
。
「
北
海
道
に
は
本
当
の
公
民
館
は
あ
る
の
か
、
と
い



う
問
い
か
け
は
、
日
本
中
の
公
民
館
関
係
者
に
も
重
い
問
い
か
け

で
す
。
そ
れ
は
、
専
任
職
員
の
い
な
い
自
治
体
は
全
国
に
数
多
く

存
在
す
る
か
ら
で
す
。
そ
の
状
態
を
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
き

ま
し
た
。
①
そ
れ
は
、
公
民
館
が
教
育
機
関
と
し
て
独
立
す
る
ま

で
の
前
段
階
の
状
態
で
あ
る
。
教
育
機
関
と
教
育
行
政
が
未
分
化

の
状
態
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
独
立
す
る
萌
芽
状
態
と
し
て
評
価
で

き
る
。
②
そ
し
て
、
や
が
て
は
分
化
し
独
立
へ
と
進
化
す
る
」
と

の
励
ま
し
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
み
な
さ
ん
は
、
今
や
①
の
状
態

を
何
年
持
ち
堪
え
ら
れ
る
か
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
②
へ
の
進
化
を
信
じ
て
現
状
を
何
と
か
持
ち
堪
え

て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

振
り
返
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
厳
し
い
条
件
の
な
か
で
も
先
輩
職

員
は
、
両
者
を
兼
務
し
な
が
ら
も
多
彩
な
公
民
館
活
動
を
展
開
し

て
き
て
お
り
、
誇
れ
る
社
会
教
育
活
動
を
発
展
さ
せ
て
き
た
で
は

な
い
か
。
生
活
・
生
産
と
教
育
を
結
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
取
り
組

お

す

と

る

べ

L
べ

み
が
、
置
戸
の
公
民
館
、
留
辺
薬
の
図
書
館
、
斜
里
の
博
物
館
を

象
徴
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
で
実
践
を
重
ね
て
き
た
。
そ
れ

は
、
「
大
地
に
根
を
は
る
社
会
教
育
は
、
く
ら
し
と
仕
事
を
考
え
、

地
域
を
つ
く
る
」
を
テ
l
マ
と
し
た
知
床
集
会
を
実
現
さ
せ
た
。

何
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
か

l
iオ
ホ
i
ツ
ク
の
社
会
教
育
を
支
え
る
も
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
に
は
、
そ
れ
ら
の
社
会
教
育
活
動
を
支
え
る
職
員

集
団
が
あ
る
。
締
走
管
内
ニ

O
市
町
村
と
道
教
委
網
走
教
育
局
の

社
会
教
育
主
事
で
構
成
す
る
網
走
管
内
社
会
教
育
主
事
会
で
あ
る
。

こ
の
組
織
は
、
職
能
集
団
と
し
て
主
体
的
な
研
修
機
会
を
定
期
的

に
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
実
践
・
経
験
を
交
流
す
る
学
習

を
続
け
て
い
る
。

正
直
に
告
白
す
れ
ば
、
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
職
員
の
多
く
は

社
会
教
育
現
場
を
離
れ
、
あ
の
情
熱
を
も
っ
た
議
論
・
実
践
や
職

員
の
自
主
的
な
学
習
活
動
が
正
し
く
継
承
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
面
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
広
い
地
域
に
点
在
し
、
厳

し
い
条
件
の
な
か
で
も
公
民
館
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
孤

軍
奮
闘
す
る
職
員
個
々
を
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
て
き
た
大
切
な
学

び
の
場
で
も
あ
る
。

毎
年
発
行
さ
れ
る
資
料
集
は
、
点
在
す
る
情
報
を
共
有
さ
せ
、

明
日
の
親
と
な
る
中
学
生
へ
の
子
育
て
理
解
講
座
や
、
「
お
や
じ

の
会
」
と
つ
く
る
父
親
へ
の
家
庭
教
育
理
解
講
座
、
暮
ら
し
と
生

産
・
身
近
な
自
然
と
を
結
ぼ
う
と
す
る
体
験
学
習
や
職
業
(
農

業
・
漁
業
な
ど
)
体
験
な
ど
の
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま

四
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ち
で
特
徴
的
な
公
民
館
活
動
を
創
ろ
う
と
す
る
努
力
を
続
け
る
こ

と
を
支
え
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
・
職
域
か
ら
集
ま
る
市
民
や
市
民
団
体
と
の

企
画
会
議
や
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
な
が
ら
取
り
組
ま
れ
る
社

会
教
育
は
、
首
長
部
局
と
も
連
携
し
な
が
ら
福
祉
や
健
康
・
財

政
・
男
女
共
同
参
画
な
ど
を
ほ
ん
と
う
に
身
近
な
も
の
と
す
る
た

め
の
学
習
機
会
を
創
り
出
し
て
い
る
。

地
方
自
治
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
改

革
」
と
変
化
が
進
ん
で
い
る
。
「
安
心
と
暮
ら
し
の
質
を
保
障
す

る
持
続
可
能
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
の
実
現
の
た
め
に
は
、
情
報
共

有
と
学
習
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
が
、
住
民
・
社
会
教
育
関
係
職

員
を
つ
な
ぎ
、
何
を
す
る
か
を
自
ら
が
決
め
、
決
め
た
こ
と
に
責

任
を
も
っ
規
律
あ
る
自
由
と
責
任
を
担
保
す
る
。
ま
だ
ま
だ
不
十

分
な
公
民
館
活
動
や
社
会
教
育
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
私
た
ち
社
会
教
育
職
員
は
、
公
的
な
研
修
機
会
を
充
実
さ
せ
、

さ
ら
に
不
断
の
努
力
で
力
量
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
情
報
・
経
験
交
流
で
終
わ
ら
な
い
理
論
学
習
が
必
要

で
あ
り
、
網
走
管
内
で
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
社
会
教
育
研
究
会
に
そ

の

用

意

が

あ

る

。

(

岩

永

雅

浩

)
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札
幌
の
社
会
教
育
の
現
況
と
創
造
課
題
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(
ご
都
市
部
社
会
教
育
の
問
題
性

一
、
二
で
触
れ
た
よ
う
に
、
北
海
道
の
社
会
教
育
は
、
農
村
部

や
過
疎
地
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
環
境
に
あ
っ
て
も
健
闘
し
て
き

た
。
し
か
し
、
都
市
部
の
社
会
教
育
は
、
率
直
に
い
っ
て
、
限
り

な
く
劣
位
な
状
態
に
お
か
れ
て
き
た
。
こ
の
都
市
部
の
社
会
教
育

に
メ
ス
を
入
れ
な
い
限
り
、
北
海
道
全
体
の
真
の
展
望
は
語
れ
な

い
段
階
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。
と
り
わ
け
、
札
幌
市
(
旭
川
市
、

函
館
市
に
も
同
様
の
事
情
)
の
社
会
教
育
変
革
は
、
そ
の
焦
点
に

位
置
す
る
。

(
一
ご
札
幌
の
社
会
教
育
l
行
財
政
合
理
化
の
「
先
駆
性
」
と
そ

の
克
服
の
新
た
な
胎
動

札
幌
市
は
、
教
育
文
化
、
福
祉
な
ど
で
、
長
い
間
、
貧
困
な
状

態
を
強
い
ら
れ
て
き
た
典
型
的
な
都
市
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
あ

げ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
第
一
に
、
産
業
活
動
な
ど
の
資
本
集
積
が

少
な
く
、
税
収
の
限
ら
れ
た
な
か
で
、
道
路
、
上
下
水
道
整
備
、

除
雪
、
公
共
施
設
建
設
な
ど
の
一
次
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
追
わ
れ
ざ



る
を
得
な
い
予
算
構
造
の
貧
弱
硬
直
性
な
ど
で
あ
っ
た
。
教
育
文

化
面
で
は
学
校
整
備
に
大
半
を
費
や
し
、
従
っ
て
、
社
会
教
育
や

芸
術
文
化
な
ど
の
二
次
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
貧
し
か
っ
た
の
は
し

ょ
う
が
な
い
と
、
あ
き
ら
め
と
自
己
了
解
を
強
い
る
一
言
説
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
。
旅
行
者
に
観
光
都
市
の
華
や
か
な
魅
力
を
謡
、
っ

広
告
P
R
と
は
裏
腹
に
、
札
幌
に
暮
ら
す
市
民
に
は
、
住
民
税
は

高
く
、
公
共
的
教
育
文
化
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
劣
悪
と
い
う
状
態
が

長
く
放
置
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
た
と

え
ば
、
社
会
教
育
施
設
や
職
員
配
置
に
顕
著
で
あ
る
。
一
八

O
万

人
都
市
に
、
公
民
館
は
合
併
前
か
ら
の
月
寒
公
民
館
一
館
、
公
共

図
書
館
は
各
区
に
一
館
の
水
準
に
も
な
く
、
広
域
区
で
あ
る
南

区
・
藤
野
地
区
な
ど
で
の
住
民
の
図
書
館
分
館
設
置
運
動
に
も
、

市
は
冷
淡
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
。
社
会
教
育
主
事
は
全
市
に
こ

な
い
し
三
人
が
常
態
化
し
、
社
会
教
育
実
践
の
意
識
を
も
て
る
施

設
・
職
員
条
件
は
最
初
か
ら
排
除
さ
れ
、
他
の
諸
都
市
に
あ
る
社

会
教
育
分
野
の
自
治
体
職
員
労
働
組
合
は
存
在
せ
ず
、
政
策
の
創

造
的
批
判
を
に
な
う
職
員
集
団
が
教
育
行
政
内
部
に
は
欠
如
し
て

き
た
。第
二
は
、
行
財
政
貧
困
を
背
景
に
、
外
郭
的
事
業
団
等
へ
の
事

業
委
託
を
早
く
か
ら
進
め
て
き
た
「
先
駆
性
」
で
あ
る
。
財
団
法

入
札
瞬
市
青
少
年
女
性
活
動
協
会
(
前
身
の
札
幌
ユ

1
ス
ワ

I
ク

協
会
は
七
三
年
設
立
、
財
団
は
一
九
八

O
年
札
幌
市
全
面
出
資
で

設
立
。
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
、
エ
ル
プ
ラ
ザ
な
ど
公
共
四
施
設
の

管
理
運
営
、
児
童
会
館
、
人
形
劇
団
、
そ
の
他
の
管
理
運
営
業
務

委
託
)
に
よ
る
広
範
な
施
設
管
理
(
協
会
職
員
八

O
O
人
余
、
専

任
は
二

O
O
人
程
度
、
多
数
は
臨
時
的
雇
用
)
は
そ
の
典
型
で
あ

る
。
ま
た
、
大
型
生
涯
学
習
複
合
文
化
施
設
「
札
幌
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ち
え
り
あ
」
を
管
理
運
営
す
る
札
幌
市
生
涯
学
習
振
興

財
団
(
一
九
九
九
年
設
立
)
も
、
札
幌
市
の

H
P
上
で
は
市
の
生

涯
学
習
の
「
顔
」
で
あ
る
。
ま
た
、
区
民
会
館
等
の
集
会
施
設
や

区
民
室
の
図
書
室
(
図
書
館
「
も
ど
き
」
施
設
と
も
い
わ
れ
る
)

の
指
定
管
理
者
へ
の
委
託
、
等
々
が
市
予
算
削
減
効
率
化
か
ら
積

撞
的
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。
財
団
施
設
職
員
に
は
、
住
民
へ
の
サ

ー
ビ
ス
に
心
あ
る
人
々
、
創
意
的
な
方
も
い
る
し
、
専
門
性
や
資

格
を
も
っ
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
事
業
に
は
注
目
す
べ
き
事
例

も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
処
遇
は
公
務
員
の
市
職
員
に
比
し
て
極

め
て
劣
位
で
あ
り
、
研
修
や
交
流
機
会
は
少
な
い
。
逆
に
、
図
書

館
な
ど
の
市
職
員
は
一
般
事
務
職
採
用
で
あ
り
、
専
門
性
が
求
め

ら
れ
ず
、
短
期
の
移
動
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
札
幌
市
で
は
、
自
主
的
な
自
己
教
育
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活
動
を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
や

N
P
O活
動
が
公
的
社
会
教

育
の
貧
し
さ
を
補
完
す
べ
く
盛
ん
で
あ
る
。
「
民
間
」
生
涯
学
習

(
非
利
益
型
、
商
業
形
態
と
も
に
)
活
動
に
触
れ
る
市
民
に
と
っ

て
は
、
あ
る
程
度
の
出
費
を
と
も
な
う
学
習
活
動
が
「
普
通
」
で

あ
り
、
公
的
社
会
教
育
の
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
声
が
あ
る
。
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
は
、

公
的
社
会
教
育
は
見
え
ず
、
そ
の
充
実
を
求
め
る
こ
と
が
、
正
当

な
自
ら
の
権
利
で
あ
る
と
い
う
自
覚
も
遠
ざ
け
ら
れ
て
き
た
。
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
関
係
職
員
(
正
規
、
非
正
規
、
財
団
職
員
を

問
わ
ず
)
は
、
個
々
に
は
夢
を
も
ち
仕
事
を
し
た
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
研
修
機
会
、
職
員
相
互
の
交
流
、
社
会
教
育
を
考
え
る
場

や
機
会
を
奪
わ
れ
、
バ
ラ
バ
ラ
で
孤
独
な
状
態
を
強
い
ら
れ
て
き

た
。
他
都
市
で
公
民
館
活
動
な
ど
に
触
れ
て
き
た
市
民
に
は
、
時

に
子
育
て
相
談
な
ど
の
駆
け
込
み
寺
で
あ
り
、
交
流
の
場
で
あ
り

学
び
の
場
で
あ
り
、
普
段
着
、
サ
ン
ダ
ル
履
き
で
行
け
る
よ
う
な

日
常
生
活
圏
域
に
社
会
教
育
施
設
が
な
い
こ
と
に
物
足
り
な
い
思

い
で
日
々
を
過
ご
す
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

(
三
)
第
四
八
自
社
会
教
育
研
究
北
海
道
集
会
は
新
た
な
出
発
点
。

こ
う
し
た
状
態
を
脱
却
し
、
本
当
に
予
算
が
な
い
の
か
、
無
駄

な
財
政
支
出
を
行
な
っ
て
い
な
い
か
を
研
究
し
、
職
員
の
配
置
の

あ
る
公
的
な
学
び
の
場
を
い
か
に
広
げ
て
い
く
か
を
、
市
民
、
職

員
、
研
究
者
な
ど
で
共
同
で
考
え
よ
う
。
今
が
最
低
条
件
な
ら
、

そ
こ
か
ら
新
た
に
道
を
創
っ
て
い
け
ば
よ
い
。
全
道
各
地
、
あ
る

い
は
全
国
か
ら
学
ん
で
、
都
市
部
に
も
社
会
教
育
を
、
学
び
あ
う

連
帯
の
力
を
広
げ
よ
う
と
い
う
声
が
今
回
の
全
国
集
会
準
備
の
な

か
で
聞
こ
え
て
き
た
。
こ
の
声
を
も
っ
と
地
道
に
広
げ
て
い
き
た

い

も

の

で

あ

る

。

(

姉

崎

洋

こ
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*
こ
の
報
告
は
、
協
議
の
上
に
、
「
は
じ
め
に
」
と
一
一
一
を
姉
崎
洋
一
(
北
海

道
大
学
)
、
一
を
内
田
和
浩
(
北
海
学
園
大
学
)
、
二
を
岩
永
雅
浩
(
網
走
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
主
事
)
が
分
担
執
筆
し
、
全
体
を
姉
崎
が
調
整
し
た
。


